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Brevibacterium f uscum P -13のフェノール適応菌の湿菌体より、 Braun cell -homogenizer 
を使って細胞を破砕し、 DNase 処理を行い、粗抽出液を得た。続いて、硫安分画 (60-80%飽和)、
DEAE ーセルローズイオン交換クロマトグラフィ一、アルミナ Cy ゲル吸着クロマトグラフィー
により、 50倍の精製を行い、均一な酵素標品を得た。
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本酵素は、分子量、約63 ， 000、蛋白一分子当りーケの SH基をもち、同じくーケの非へム型三価鉄
を結合した単純蛋白であった。
本酵素は、 280mμ 、 420mμに吸収極大、 g =4.3 に ESR吸収シグナル、円二色性スペクトルは317








この酸化的再構成反応のストイキオメトリーは、アポ酵素:二価鉄イオン:酸素=4 4 1 であ
った。











Complex) 、及び酵素一基質アナローグ複合体 (ES' complex) の解析、基質特異性、カテコール類に
よる無機三価鉄イオンの還元能についての実験結果よハ、ピロカテカーセ、、のES complex は、下に示
す様な荷電移動型錯体の構造をしていることが判明した。
又、 ES complex 形成後の、酸表の結合、活性化は、基質より電子の移動をうけている結合三価鉄
によって、行われていることが強く示唆された。
以上の結果を総合して、次に示すような新しい反応機構仮説を提唱した。
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白: Fe ++ : O2= 4 : 4 : 1 であることを示した。かくの如く、酵素分子中に唯 1 個含まれる鉄原子
が活性中心を形成することは論を侠たないが、之が蛋白鎖の SH基と結合していることを次の事実か
ら推論した。すなわち、強力な SH試薬である PCMB により、酵素、アポ蛋白、再構成酵素のいず
れにも 1 個の SH が定量されるに反し、結合 SH と反応し難い DTNB試薬によっては、アポ蛋白に
のみ 1 個の SHが定量される。すなわち、酵素中鉄は SH基と結合しており 再構成反応は次の如く
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以上永見君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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